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「体験プログラム」標準化（ビジネススタンダード）の経緯

「体験プログラム」の萌芽

オプショナルツアー
観光

ちょっと遊ぶ
ちょっと何かする

滞在地の隙間時間

地域

宿泊

隙間時間の楽しみだけでなく
滞在の主目的となるような
体験プログラムを開発したい

（イメージ）

Experience Programs
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「体験プログラム」標準化（ビジネススタンダード）の経緯

スマートフォンやSNSの普及により滞在地で「体験プログラム」の予約が容易に
・利用者は、多様な体験プログラムの仕様や安全性、信頼性そして他商品との比較がしたい

・旅行観光事業者は、体験プログラムをツアーや宿泊プランにスムーズに組み入れたい
・予約は、ツアーの申込時でも滞在地で思いついた時点ても受付けたい
・全国に点在する体験プログラムの連携について方策が必要なのでは？

➡このようなことから予約時の内容確認や取引の標準化の必要性が高まった

さらなる特徴として、
・体験プログラムは滞在地で隙間の時間を埋める旅行商品という側面だけでなく、地域の専門性の高い

サービスが増え、旅行観光事業者に送客を依存しなくても独自に訴求できる商品が立ち上がってきた。

・その中でも地域の自然環境を活かしたウエルネス体験プログラムなどは地域活性化の代表的な存在に
なってきた。



体験プログラム
EPs 過去 現在 体験プログラムに対する

新しい視点

従来型ツアー

観光ツアー
オプショナルツアー
エコツーリズムまたは

グリーンツーリズムに基づくツアー

ツアーの滞在先で隙間を埋める旅行商品
とは異なり、地域独自あるいは体験プロ
グラム専門事業者による独立型体験プロ
グラムが登場してきた

新しいトレンドのツアー
（多様な体験プログラムが各地に登場）

農業ツアー
産業ツアー
健康関連ツアー
スポーツツアー
ソーシャルツアー
あらゆる種類の

アクティビティツアー

体験プログラムに対する新しい視点

地域を活性化する
自然環境を維持する
利用者の生活の質(QOL)を改善する

EPsの事業推進はサスティナブルな社会につながる

Experience Programs (EPs)
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「Green Paper」を作成、国連CEFACTと協議
①体験プログラム（EPs)の標準化の必要性と技術要件をまとめる
②体験プログラム（EPs)はサスティナブルツーリズムの実現をめざし推進する

EPs標準化プロジェクトとサステナブルプロジェクトの2本を走らせることになった

観光分野における主導的な国際機関としてUNWTO（国連世界観光機関）があり、環境問題
に注力しているが国連CEFACTの要請で観光部会の新たなアイデアで推進する。
体験プログラム（EPs）標準化の効果として、

・よりサスティナブルな旅行観光事業者になる
・よりサスティナブルな観光地域になる
・よりサスティナブルな旅行者・利用者になることをめざしたい。

2019年度、国連CEFACT 観光部会で活動スタート
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提案は、当 NPO法人観光情報流通機構によるもので

日本、台湾、韓国、インド、バングラディシュによる国際協調活動としてスタート

旅行・観光分野および地域活性化に貢献するために

体験プログラムに関するビジネススタンダード（国際標準）の開発に着手した



■「Green Paper on Sustainable Tourism Experience Programs」

■ Project Proposal「Experience Programs Technical Artefacts」

Dec. 2018

ゴール設定と解決策提示が難航

途中経過（2021年9/末）

Dec.2021 
標準化完了（見込み）

July. 2019

Sustainable Tourism

Experience  Programs
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EPsの標準化は国連CEFACT
の最終工程に進んだ。

UNWTO （国連世界観光機関）と異なる視点での問題解決は難しい。
日本独自の代案を作っている。



EPsの標準化が完了
当機構（JTREC）として

“EPs標準” の実用化をめざす

＜標準化 国連CEFACTの世界＞ ＜標準の普及・実用化 産業界・一般社会＞

EPsに関し、地域創生、持続可能性、QOLの質の
向上に力点を置いたBusiness Standards開発

①ビジネスプロセスの開発
具体的な取引を分析

②取引に関連する用語の開発（Deliverables）
Semantics （取引に使用する用語類）
CC (基本用語）
BIE（取引用語）
Data Codes

③関連Documentsの作成
BRS（Business Requirements Specification要求仕様書)
RSM（Requirements Specification Mapping要求仕様

マッピング)

・ゴールは標準されたEPsを実用化する

・実用化はウエルネス分野で行う
・推進策はウエルネスツーリズムとして進める
・2021年9月から活動開始する

「EPsの国際標準を活かした実用化」に取り組む
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ウエルネスEpsを普及させることで
サスティナブルな社会実現に貢献



「Green Paper」に沿った推進に独自戦略を加える
サスティナブルツーリズム

プロジェクト
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EPs標準化 産業界で
実用化

サスティナブル
ツーリズム実現

標準化しただけでは普及・実用化は容易には実現しない

☓ ☓



国連/CEFACT
観光部会

実用化に傾注

ウエルネス商品に国際標準を実装し
市場で有効性を実証すること

ウエルネスEPsが生活者のQOL
を高め、生活習慣の変革に寄与

することが理解されること

・ウエルネスEPs商品を生活者に販売
・健康長寿に役立つ評価を得る

JTREC

サスティナブルツーリズム実現へ
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③標準を活かしたビジネスモデル
開発

①コンソーシアム結成
②EPs標準の実装、システム化

EPs国際標準の実用化

国際標準になった体験プログラム

JTREC



「Green Paper」に沿って２プロジェクトを推進する

体験プロプラム
国際標準化
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ウエルネス体験プログラム商品
「健康長寿ドック」増富3泊4日コースで実証

ウエルネス ツーリズムの拡大

サスティナブル な社会に繋がる



来年は日本でEPs国際標準の実用化を加速させたい

方法はウエルネスEPs商品に実装して市場で試行したい

そのためには完成度の高いウエルネスEPs商品が必要になる

「健康長寿ドック」というウエルネス体験プログラム商品を
ひな型に実用化を進める



About  " Health & Longevity Promotion Program “ 

4 days in a natural environment
・ Fasting with enzyme drink
・ Adjustment of autonomic nerve balance

With the support of a professional instructor 

36th 国連/CEFACT Forumでウエルネス体験プログラムを説明（本年4月）

（例）健康長寿ドック

（イメージ）
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EPs標準化のひな型（増富温泉の研究者、EPs事業者、JTRECの共同研究）



ファステイング
プログラム

自律神経バランス
調整プログラム

ファステイング系と自律神経系
の相乗効果を図るプログラム

EPs 1 EPs 2 EPs 3

EPs  bEPs  a EPs  c

EPs

健康長寿ドックを構成する体験プログラム

健康長寿ドック
ノート作成

15

ステータスを把握
するプログラム

EPs
リテラシーの向上を
図るプログラム

EPs
勇気づけ励ます
プログラム



ファステイング前と後の計測データ

健康長寿ドック参加者毎に記録ノートを作成

健康長寿ドック 滞在の思い出

自律神経の調整 バランス効果測定
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自己評価ツールとして役立つ「長寿健康ドックノート」の提供

ファステイング効果のレポート

（イメージ） （イメージ） （イメージ）（イメージ）



本格的な健康をめざすツアーに期待

健康長寿ドック
3泊4日コース

ウエルネスツーリズムの始まり

免疫強化・ファステイングリラックス・体に優しい食事

参加者に健康長寿ドックのデータ提供

（イメージ）
（イメージ）

（イメージ）

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=imgres&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjnsLL31t7SAhVEoJQKHcgMBV0QjRwIBw&url=http://www.yamarepo.com/&psig=AFQjCNEconlGAKbrFhoGIXSDypwfO9wh2w&ust=1489879259763460


18

日本 健康長寿ドック

インド 健康長寿ドック

健康長寿ドック × 増富共同研究モデル × 他地域カスタマイズ

インド版 健康長寿ドック × アーユルベーダ

”グローバル” 健康長寿ドックで実用化を広げたい

国連標準（英語）

母国語

母国語

母国語

台
湾

健
康
長
寿
ド
ッ
ク

台
湾
版
健
康
長
寿
ド
ッ
ク×

中
国
医
学

EPs

EPs

EPs
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”グローバル” 健康長寿ドックで実用化を広げたい

国連標準（英語）

AI,  Avatars,  XR (VR, AR, MR)

EPs
EPs

WEB
SNS
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年内のEPs標準化と「健康長寿ドック」を
ひな型としたウエルネスEPsの実用化に
関係者一同、夢中です
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